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　１月１９日、岡山コンベンションセンターにおいて、第
１０グループ岡山旭川RCそして第１１グループ岡山西
南RCをホスト役として、今年度のIM「震災に学ぶ・・・
ロータリーとして出来ること、次世代に伝えるべきこと」
をテーマとして、開催されました。
　今年は、例年のロータリークラブ内部の課
題についてではなく、東日本大震災が発生し
た時点（２０１１年３月１１日）の第２５２０地区（宮
城・岩手）ガバナーであった楢山直樹氏より、
震災時のロータリーの役割として、被災者の目
線に立って必要なサービスを模索しつつ行動
したこと、そしてまだ被災地は被災地のままで
あることを教えられ、ややもすると喉元を過ぎ
たように思ってしまうことを反省させられました。
被害の爪痕がまだ残ったり、復興の様子がわ
かる写真も映写され、衝撃的でした。
　続いて、「《地域の防災を考える》岡山で巨
大地震が起こったら」と題して、岡山理科大
学生物地球システム学科・西村敬一教授より、

岡山で南海トラフ地震が発生した時の最大予測被害
を示され、その時の対応を、訓練などでシミュレーショ
ンしておき、将来に向けて準備をしておく必要性を感
じました。
　そして発表の部では、AMDA高校生会として被災
地に行く体験をされた女子高校生２名より、このような
経験を積み得たもの、そしてそのような経験を積む機
会を今後も続けられるようにしてほしいとの話と、我が
岡山西クラブ・丸川幹事他５クラブからの新世代奉仕
活動の現状と今後の方針についての発表が行われま
した。
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　今回のＩＭに関して、参加した一人としては、ロー
タリアンとして次世代に向けて外部に対するロータリー
クラブの役割を再認識する機会をもらったように感じま
した。

　追記　ＩＭの翌日夕方より、体調を壊しインフルエン
ザＡ型で数日間ダウンしてしまいました。しかし昨年、
例会時に予防ワクチンを接種していたおかげで回復も
早かったように思います。

　６月に歴史と伝統のある岡山西ロ
ータリークラブへ入会をご承認いただ
きまして、誠にありがとうございました。
６月に倉敷駅から岡山駅へ転勤にな
り、これでロータリークラブは、福山駅
長の時は福山ロータリークラブ、倉敷

駅長の時は倉敷ロータリークラブと３度目の入会となりま

した。改めましてスポンサーの方 に々は、お礼申し上げま
す。
　さて、私の簡単な自己紹介は、生まれは岡山県倉敷
市で現在も倉敷市に住んでいます。岡山県を離れたの
は、大学時代の４年間だけ千葉県津田沼に住んでおり、
国鉄就職後には途中に大阪本社人事部勤務が７年間
あり、その他では岡山県在住ということで地元密着の人

藤　原　喜　幹藤　原　喜　幹新入会員挨拶

　1月10日（金）台湾台南市の台南大億麗緻酒店（ダ
イオクランディスタイナンホテル）にて、台南ロータリー
クラブ創立60周年記念式典が開催され、当クラブか
らも衣笠会長、丸川幹事をはじめ総勢16人の会員家
族の方が出席いたしました。
　式典には第3470地区の陳清輝ガバナー、第2740
地区の塩澤恒雄ガバナー、親クラブ台北ＲＣのロン・
Ｄ・バートン会長、近隣5クラブの会長をはじめ多くの
来賓、会員の方が参加されておりました。また、日本
からも京都東ＲＣ、佐世保ＲＣ、平戸ＲＣ、広島西ＲＣ、
そして当岡山西ＲＣと5つの姉妹クラブの会員の方々が
参加しており、とても素晴らしい式典でした。
　台南に到着した9日（木）の夜には我 を々含めた海
外からの参加会員のための盛大な歓迎晩餐会が催さ
れました。
　10日（金）はゴルフ組と観光組に分かれ、それぞ
れ夕方近くまで台南を満喫しました。
　私はゴルフに参加させていただき衣笠会長、池上
会員、そして台南ＲＣの林（リン）さんとご一緒させ
ていただきました。台南郊外の「南一カントリークラブ」
は大変広く自然美あふれる立派なコースでした。私は
林の中を歩いたり（走ったり？散策の様な優雅なもので
はありませんが…。）、隣のホールから打たせていただ
いたりと、おそらくは参加者の中で最もコースを利用さ
せていただき台南の空気を吸ったように思います。ゴ
ルフの結果につきましては我らが岡山西ＲＣの末吉会
員が優勝、衣笠会長が2位と素晴らしい成績をおさめ
られました。
　本報告のメインであります記念式典ですが、多くの

来賓の方々や、日本からの姉妹クラブ会長の方々が
それぞれ壇上にて祝辞をおくられました。当岡山西Ｒ
Ｃの衣笠会長の祝辞は普段と変わりない親しみのある
話し方で、ゆっくりと述べられ、それを張会員がハキ
ハキと通訳されました。こころのこもった素晴らしいお
言葉に優劣をつけるわけにはいきませんが、とりわけ
衣笠会長の祝辞は印象深いものになりました。会長
の気取らない話し方や張会員とのコンビネーションの良
さに西ロータリーらしさを感じたのは私だけではないで
しょう。
　最後に私の感想になりますが、式典に参加させて
いただき台南ＲＣの皆様の我 日々本人に決して劣らな
い「おもてなし」の心をひしひしと感じ、また国境、民族、
文化を超越した友情を感じ、こころから「おめでとう
ございます。」と言えた本式典は大成功の裡に幕を閉
じ、これまでの60年を輝かしい未来へと繋げる素晴ら
しい節目になったと思います。

岩　居　　博岩　居　　博台南ロータリークラブ創立60周年記念式典に参加して



3日（月） ●第9回理事役員会（例会前）
●創立記念夜間例会

3月の行事予定〈識字率向上月間〉
15日（土）・16日（日） ●第2690地区PETS（益田）

○1月15日
金政　泰弘君　自分で誘っておいてなんですが、佐野君の
入会を歓迎致します。何分にもよろしく。
高井　研一君　佐野君の入会を歓迎します。
谷崎　眞行君　佐野教授の入会を歓迎します。
坂口　幸吉君　佐野君の入会を心より歓迎します。
髙柴　正悟君　佐野俊二さんのご入会を歓迎致します。西
ロータリーの発展に御協力下さい。
川端　英男君　吉田所長、ようこそ岡山西ＲＣへ。卓話楽し
みです。
田中　良司君、野田　英樹君　日本政策投資銀行吉田さ
んを歓迎いたします。本日の卓話楽しみにしております。
上杉　隆士君　喜寿をお祝いいただき、ありがとうございまし
た。
大森　茂君　現在、アメリカサンディエゴでガバナーエレクト
研修会が行われており、次年度テーマが発表されました。
Light Up Rotary（ロータリーに輝きを）とのこと。短くて助かり
ました。
末吉　誠一君　1月9日～11日、台南ＲＣ創立60周年記念式
典に参加し、10日のゴルフコンペでは図らずも優勝させていた
だきました。前回は3位だったので念願が叶いました。今後は
ゴルフよりロータリー活動に力を入れていきたいと思いますの
で、よろしくお願いします。
上野　正義君、山下　日出夫君　先日（12月28日）藤家さん
のお見舞いに参りました。大変お元気そうで退院間近？でしょ
うか。

○1月20日
重田　雅彦君　盛茗さんの中国人から見た日本のスピーチ
楽しみにしています。
加計　美也子君　吉備国女子サッカーが全日本大学選手
権大会で日本一になりました。なんとかリーグの面目を保つこと
ができました。

衣笠会長、丸川幹事、松本　忠君、種田　和英君、
川端　英男君、重田　雅彦君、蜂谷　泰祐君、坂元　徹君、
池上　潤次君、菊池　捷男君、末吉　誠一君、
臼井　英治君、唐井　一成君、野田　英樹君　FC吉備国
際大学シャルム、全日本大学女子サッカー選手権大会の優
勝おめでとうございます。
金政　泰弘君　吉備国際大学女子サッカー部の日本一、優
勝おめでとうございます。
白髭　研介君　加計美也子理事長、昨日のFC高梁吉備国
際大学シャルムの全日本大学女子サッカー選手権大会優勝
おめでとうございました。今期のなでしこリーグの活躍をお祈り
いたします。
髙柴　正悟君　吉備国際大サッカー女子優勝おめでとうご
ざいます！！すばらしい。岡山の地も目立ちます。
菊池　捷男君　川端さん、テレビせとうちのネット住宅展示
場の開設おめでとうございます。本邦初の著作です。今後の
ご活躍をお祈りしております。
上野　正義君　かねてより執筆していました小冊子がやっと
出来上がりました。各テーブルに一冊ずつ置いてありますの
でご高覧ください。幕末、備前藩には最強の剣士がいたので
す。ご興味のある方は事務方の机に60冊置いてありますので
お帰りの時お持ち帰りください。ご一瞥いただければ光栄で
す。

○1月27日
重田　雅彦君　玉野防衛事務所長一等海佐寺地宣明様
を歓迎いたします。スピーチを楽しみにしています。
上杉　隆士君　オールトヨタ全国代表者会議の席上にて
ネッツ店に融合以来9回連続でメーカー表彰を受賞しました。
従業員に感謝、そして会員の皆様のおかげです。ありがとう
ございました。
野田　英樹君　昨日、私の地元早島において、第5回早島
町マラソン・駅伝大会が開催され、私も参加し8.7km走りまし
た。タイムは41分50秒とたいしたことはありませんが、昨年より
タイムを3分縮めれました。来月の笠岡のハーフ、矢掛の10ｋｍ
を走り23日の初めての吉備路フルマラソンにチャレンジしたい
と思っています。
　

生を送っています。性格は、自分が興味を持ったことは
必死になって取り組んでいくところがありますが、一通り
自分でやってみて理解すると飽きてしまうというところが
あります。
　話は変わりますが、ＪＲ西日本も「地域との共生」を目指
して取り組んでおり、今では各駅等においてボランティア
活動を行うまでになってきました。ロータリークラブの奉仕
の心というところにつながることだと思っています。
　当社は、山陽新幹線をはじめ当社のご利用では大変
お世話になっております。もう直ぐ３月ということで、今年も

ダイヤ改正の時期が訪れますが使いやすい鉄道を目指
した利便性の良い鉄道になるように頑張ります。また安
全・安定輸送に対して、たゆまない努力により、お客様か
ら信頼される鉄道となってまいります。ロータリーは「変わ
り続けることが必要である」ということと同様に、時代にあ
った鉄道に変革することが必要です。
　今後も様 な々時代の変化に対応すべく、一生懸命努
力し、ロータリーにおいて様 な々勉強を重ねることで成長
していきたいと思っていますので、今後ともよろしくお願い
します。
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